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口神社 (三村社)とその神宮寺である念仏寺 (大寺)の信仰によって結ばれており,大寺の経堂には ｢地
下之公界会所｣がおかれて市民の自治を形成していた｡論者はこの大寺の年中行事次第をくわしく分析し
て,御霊会頭役が最初,寺僧の回り持ちであったこと,それが次第に堺の豪商 (会合衆)の担当となって
いくことを明らかにして,そこに堺の都市としての成熟を読みとっている｡堺の町の中心は南北の大小路
町にあったが,この町に多くの会合衆が集住する様子も具体的に示された｡この大小路町は国境をなす公
道の両側に形成されていたが,論者は近年の研究動向によってこの道の公界としてのあり方に中世都市堺
の特色を読み取っている｡
論者はまた伊勢大湊における会合の発達を神宮文庫所蔵の太田家文書原本の綿密な考証によって明らか
にした｡この地はもと度会郡高向郷 ･箕曲郷にあったが,神宮の大塩屋御国がここに成立し,製塩と廻船
業が盛んであった｡永享四年,大塩屋御園の惣里老分衆十人の組織が領家職 ･預所職をそれぞれ買い取っ
て,自治権を確保,明応七年の大地震でこの地の製塩業が壊滅すると,東国方面-の廻船業を中心に大湊
会合が前面に現われる｡太田家は終始その中心として大湊会合 ･公界の中核をなした｡論者は太田家文書
が大湊会所文書に通じる公共的性格をもつと述べる｡外宮権禰宜で山田三方の年寄家を勤めた橋村家の分
析を通して,戟国期におけるこの家の西日本および東海 ･甲信越への活動を明らかにしたことも大きい｡
中世都市の研究は多くの断片的な史料によることを余儀なくされている｡その都市としての成り立ちや,
行政の実際は不明な部分が多い｡論者の結論には従来の研究が見落としてきた原文書が多く動員されてお
り,こうした多年にわたる論者の努力によって,日本中世の港湾都市を代表する大山崎 ･堺 ･大湊などに
多面的な分析が施され,歴史的展開の過程が明らかにされた｡論者は信仰の中核になった宗教施設,町が
成立する以前からの荘園 ･郷保などの行政区域との歴史的関連,荘園制的支配との絡み合いなどに注意を
はらいながらそれらを説明している｡このように本論文の成果は大きいが,中世にはなお多くの都市があ
り,それらも重要である｡ また論者は近年の公界論に多くを依拠しているが,都市の中核にある公界の観
念についても論者独自の見解が欲しいところである｡都市を論じながら,的確な都市図の提示がないこと
にも不満が残る｡ 第四部の先行学説-の言及にとどめず,別に一章をたてて中世都市を総体として論じて
欲しかったところでもある｡ しかし,史料上の困難を克服して中世都市の実像に迫った論者の功績は少な
くない｡
以上審査したところにより,本論文は博士 (文学)の学位論文として価値あるものと認められる｡なお
1997年 1月6日,調査委員3名が論文内容とそれに関連した事がらについて口頭試問を行なった結果,令
格と認めた｡
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